
お祝い事にもおすすめ！工大オリジナルグッズ（酒・器シリーズ）

TEL. 022-723-0538  
東北工業大学 一番町ロビー

〒980-0811
仙台市青葉区一番町1-3-1（TMビル）
FAX. 022-263-8606
E-mail：lobby@tohtech.ac.jp
http：//www.tohtech.ac.jp/

お問い合わせ

1F ギャラリーのご案内
GALLERY
※新型コロナウイルス感染リスク低減のため、開館時間を短縮し、
　休館日も水・木曜日へと変更しております
開館時間／11：00～17：00（最終日は16：00まで）
休 館 日／水・木曜日
入 館 料／無料

イベントのご案内
一番町ロビー通信  vol.97
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2Fホール入口

新しい雄勝硯伝統産業会館

12月3日（金）～12月7日（火）

みやぎ地場産品開発流通研究会・東北工業大学

雄勝・津山・岩出山・秋保の工芸産地から －工芸を楽しむ提案展－

本研究会では、津山木工芸品事業（協）、雄勝硯生産
販売（協）、岩出山竹細工組合、手しごとAIKU、東北工業
大学などが連携し、各種活動を推進してきました。今回の
展示会では、元東北工業大学工業意匠学科長 秋岡芳夫
先生が提唱した、「消費者から愛用者に！」の原点に立ち
返り、「工芸を楽しむ提案」や、地域の素材を活用した
「新しい工芸品」など、ウイズコロナに向けて提案・展示
できればと考えております。

A

12月17日（金）～12月21日（火）

たまごくらぶ（東北工業大学 デザイン愛好会）

レトロ展

たまごくらぶは今年もロビー展を開催いたします。今年は
「レトロ」というテーマに沿った、個性豊かな作品を展示
しております。昔懐かしさを大切にして部員たちがそれ
ぞれ試行錯誤し、作品を制作しました。皆さまのご来館、
心よりお待ち申しあげます。

C

年 末 年 始 休 館

1月28日（金）～2月1日（火）

野澤 文夫

江戸時代の遍路道を辿ろうとすれば1400キロ、休まず
歩いて約50日はかかる修行の道。お遍路さんは四国の
大地と人情の中を歩き続けます。が、悲壮感を抱いて
歩くお遍路は皆無で、ただ歩きます。己自身と向き合う
1400キロは己を無（空）とする旅です。

G 野澤文夫写真展「四国八十八個所霊場遍路より 祈りpart1 1400キロ修行」

1月14日（金）～1月18日（火）
令和3年度　
宮城県工業高等学校 インテリア科 卒業制作展示会

主催：宮城県工業高等学校 インテリア科
後援：東北工業大学 ライフデザイン学部 生活デザイン学科

宮城県工業高等学校インテリア科の卒業制作展示会を
開催いたします。本校インテリア科は県内唯一の学科
です。生徒は、インテリア空間に必要な要素である
インテリア、デザイン、建築、木工を総合的に学んで
きました。生徒34名がそれぞれの思いを込め、制作した
作品を展示いたします。コロナ禍ではございますが、
ご覧いただきたいと思います。

E

12月10日（金）～12月14日（火）
「隆さんのキセキ」水彩画展

仕事の傍ら、愛車で出掛けては、お気に入りの風景を
楽しんでいました。蔵王や釜房湖の四季、海辺の光景、
今では見ることのできない震災前の風景も柔らかな色彩
で残しています。風、香り、鳥の声、あなたは何を感じ
ましたか。

B
佐藤隆作ファン倶楽部

1月7日（金）～1月11日（火）
「八木山地区のまちづくり」をテーマとした学生による成果報告展
～令和2年度太白区との共同講座～

不破 正仁（東北工業大学 建築学科 准教授）

本学の学生を対象に、学生がまちづくりへの関心を
高め、まちづくり活動への参加の契機とすることを
目的に、太白区との共同講座「地域の魅力創出のための
まちづくり実践学」を開講しました。ここでは、その
成果を、学生らが制作した八木山地区の「まちづくり
提案MAP」などを用いてパネルにより報告します。

D

第3回 光彩会 水彩画展
1月21日（金）～1月25日（火）

光彩会

アトリエ光彩舎 柴田治先生の門下生で、宮城水彩会
メンバーなどによる第3回展示会です。先生の指導の
下に水彩画を見つめ10年以上の努力を積み重ね、
風景・人物・静物など各個性を生かした作品です。
ぜひお立ち寄りご高覧のうえ、ご批評を賜りますよう
お待ち申しております。

F



堀文子《ビップとちょうちょう》 表紙原画
1956年、宮城県美術館蔵

宮城県美術館は1998年以来、福音館書店刊行
の絵本「こどものとも」シリーズを中核に、絵本
原画を収集してきました。今日、「絵本原画」と
総称される収蔵品の内容は、原画だけでなく、
関連作品をも含みます。現在の所蔵品から
見えてくることを、「こどものとも」の意義や
「絵本原画の世界2022」展の構成とも絡めて
お話しします。

菅野 仁美（宮城県美術館 研究員）

宮城県美術館収蔵の「絵本原画」
2月26日（土）13：30～15：00

まちなか美術講座（第68回）＜申込み制・定員20名＞

〒980-0811 仙台市青葉区一番町1-3-1（TMビル）
東北工業大学一番町ロビー「まちなか美術講座」係
TEL：022－723－0538

お申込み
お問い合わせ先

聴講ご希望の方は、1名様につき、1講座、1枚の往復はがきに、講座タイトル・
住所・氏名（ふりがな）・電話番号をご記入のうえ、下記までお申込みくだ
さい。なお、応募者多数の場合は抽選となります。抽選結果は申込み締切後、
講座開催日の7日前までに返信用はがきにてご連絡いたします。
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河内 聡子（東北工業大学 総合教育センター 講師）

「病」の想像力―江戸時代の医書をめぐる文化史―

昨今も感染症が日常を脅かしていますが、いつの時代も人々は「病」を恐れてきました。
しかし、その向き合い方は時とともに変化します。今回は、江戸時代の医書を取り上げて
当時の「病」イメージについてお話しします。今よりも病因が不明な中で、「病」はどのように
想像され表現されたのか？歴史的な文脈を踏まえ考えます。

人文・社会

I

高橋 秀太郎（東北工業大学 総合教育センター 准教授）

太宰治『斜陽』を読む

戦後間もない昭和22年に発表されベストセラーとなった『斜陽』とは、どのように構成
され、またどのようなメッセージを持つ作品となっているのでしょうか。いかにも太宰らしい
執筆の道筋を紹介しつつ、作品のメッセージ、主題である「革命」の内実について考えて
みます。

人文・社会

J 

大木 葉子（東北工業大学 総合教育センター 准教授）

新美南吉童話の世界２―「手袋を買いに」を読む―

本講座では「ごんぎつね」で知られる童話作家、新美南吉の代表作の一つである「手袋を
買いに」を読み解きます。一人で夜の街へと手袋を買いにいくこととなった子狐と見送る
母狐の姿を通して我々に何を語りだしているのか、そして「ほんとうに人間はいいもの
かしら」という問いかけの持つ意味について考察します。

人文・社会

K 

河内 聡子（東北工業大学 総合教育センター 講師）

地域資料調査報告―東北の寺院に眠る書物たち―

お寺は歴史的に貴重な資料が所蔵されている可能性のある、知の宝庫です。そこには、
地域の歴史をひもとく上でも重要な文献が眠っています。今回は福島県の寺院調査の
成果に基づいて、東北の寺院に所蔵される珍しい書物についてお話しします。

人文・社会

L

多田 美香（東北工業大学 環境応用化学科 准教授）

生命化学による予防医学を目指した研究

分析化学、物理化学、無機化学、有機化学、電気化学などをまとめて応用化学といいます。
生命科学と応用化学が融合した生命化学は、生体のシステムを理解する、模倣する、
利用するために重要な学問です。生命化学が支える医工学連携研究を通して、健康長寿
社会の実現を目指した予防医学に関する研究成果を紹介します。

暮 らし

L

東北工業大学では、学習意欲旺盛な学生や市民の皆さまに向けて
「市民公開講座」を開講しております。令和3年度もオンライン講座を開催
いたします。工業大学らしい工学系の講座から、建築・デザイン・一般
教養まで多種多様な講師陣に学んでみませんか。皆さまのご参加を
お待ちいたしております。

◆会場：Web会議システム『Zoom(ズーム)』によるオンライン開催
　※ZoomおよびZoom（ロゴ）は、Zoom Video Communications, Inc.の米国および
　　その他の国における登録商標または商標です。
◆申込み：全講座申込み制
　Webサイト上の申込みフォームにて受付いたします
◆参加費：無料
◆詳細：市民公開講座Webサイトをご覧ください

◆問い合わせ先：東北工業大学　地域連携センター
　TEL：022-305-3810　
　E-mail：rc-center@tohtech.ac.jp

※いただいた個人情報につきましては、地域連携センターからの連絡や事務などに
限り利用いたします

お申込みフォームQRコード

I

2F ホールイベントのご案内
入場／無料　定員／20名　※要事前申込み

HALL
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